
浜岡原発再稼働反対が６割！
浜岡原発はそのまま廃炉が安全！

ＪＲ東海労ニュース
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牧之原市は８月17日、全面停止している浜岡原発（御前崎市）の再稼働

の是非について、市民を対象にした実施した意識調査アンケートの結果

（速報値）を発表しました。それによると、約６割の市民が停止か廃炉を

求めるなど再稼働に反対し、「安全が確認できれば稼働した方が良い」の

２割弱を大きく上回りました。市は調査結果を踏まえて、今後の対応を協

議するとしています。

現在、中部電力は浜岡原発の再稼働に向け、津波対策を実施すると同時

に、チラシを配布し再稼働の同意を得ようとしています。しかし、この津

波対策は誰もが「本当にこれで大丈夫なのか？」と疑問を抱いています。

浜岡原発は、福島第一原発よりも立地条件、想定地震規模、原発の構造

などはるかに悪条件です。いくら津波対策を実施したところで、自然の猛

威には太刀打ちできないのは目に

見えています。

住民あっての企業です。ＪＲ東

海労は、浜岡原発の再稼働に反対

です。廃炉にすべきです。

【 】▲ シミュレーションの状況設定

■事故想定：２号炉のメルトダウン事故

■風向き：年間のうち御前崎で観測される

約７割の南西風（偏西風）

■日時：実測の大気データ2002年８月９日

で拡散した場合

◆放射性物質発生データ提供：京大原子炉

実験所

元◆拡散分布シミュレーション計算協力：

日本気象協会調査部

№１５９７

２０１１年８月２７日

ＪＲ東海労働組合

※上図は2002年のデータであり、3～5号炉の事故を想定するとその被害はさらに甚大！


